
1 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カマウ・カーター 

アメリカと日本の 「ナード」と「オタク」文化の認識 
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要旨 

 

アメリカや日本で見られるように、どの社会でもよく人にレッテルを張
りたがる。1900年代にアメリカでは「ナード」、日本では「オタク」と
いう表現が使われるようになった。個性、見た目、服装や漫画やビデオ
ゲーム、アニメが好きな人達をそう呼ぶことが多い。この研究では
「ナード」・「オタク」はどのようにアメリカと日本で見られている
か。そして、アメリカと日本で何が「ナード」・「オタク」のイメージ
の形成に影響しているのかについて調べてみた。アメリカの学生と日本
の学生にアンケート調査を行った結果、アメリカの学生の「ナード」に
対するイメージは典型的ななステレオタイプ、つまり、勉強好きで人と
関わるのが苦手、メガネをかけていて、ファッション性に欠けているな
どであった。日本での「オタク」は漫画やテレビゲームなどが好きで、
収集癖があるというイメージがあるようだ。またアジア人に多いという
見方もあることがわかった。これらのイメージはアメリカ人も日本人も
テレビや映画が影響しているということがわかった。特に日本人の場合
はアニメの影響が強いようである。日本でもアメリカでも「ナード」と
「オタク」にはその外見からもいいイメージはないことがわかった。 

 
 
はじめに  

アメリカ人の学生の間では、一般的にテクノロジーや勉強を好み恥ずかしが

り屋で人付き合いの下手な人は「ナード」とよばれ、見下されがちである。一方、

日本ではマンガやアニメなどが好きで、いつもその趣味に没頭する人は「オタク」

とよばれ、社交性にかけると思われている。しかし実際のところ学生たちはナード

やオタクに対しどのようなイメージを持っているのだろうか。また、「ナード」と

「オタク」の両者にはどのような共通点、相違点があるのだろうか。この研究を通

して、「ナード」と「オタク」二つの文化とその背景について調査したい。 

 

 

この論文の概要は次の８つ：研究の重要性、研究質問、研究背景、研究方法、研究

結果、結論、参考文献、謝辞。 
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1. 研究の重要性 

　なぜ、この研究課題にしたかと言うと私が「ナード」と呼ばれたこ

とがあるからだ。 自分が日本に行くまで、自分が「オタク」だと思ってい

た。しかし、日本人には私はオタクではないと言われた。そこで、アメリカ

と日本の「ナード」と「オタク」の違いをもっと深く文化面から知りたいと

思った。 

 

 

2. 研究質問 

1.ナードとオタクはアメリカと日本でどのように見られているのか。 

2.アメリカと日本で何がナードとオタクのイメージの形成に影響しているのか。 

 

3. 研究背景  

それでは、ここでこの研究の背景についてこの順序で話す。 

 

 
 
3.1 「ナード」と「オタク」の定義 

まず、「ナード」と「オタク」の定義について話す。Dictionary.comによると

「ナード」とは世間に疎く、頭はいいが非社会的な趣味を持っている人で、「オタ

ク」とはアニメや漫画等の熱心なファンのことを言う。 

 

3.2 ナードに対するイメージ 
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それでは、ナードに対するイメージとはどんなものなのか。ナードとはこの

絵にあるように学問やテクノロジーに没頭してメガネをかけているイメージがある

ようだ。 

 

3.3 オタクに対するイメージ 

 
 

オタクに対するイメージはこの絵にあるようにアニメで頭がいっぱいであ

り、変態で、色白、そして引きこもりがちなイメージがあるようだ。 

 

3.4「オタク」と「ナード」に対するイメージ 
 

オタクとナードの共通点はまずダサイということだ。そして、どちらも漫画

やアニメのグッズを集める趣味があることだ。どちらも人と接することが苦手とい

うところがあげられる。 

 

3.5「オタク」と「ナード」の歴史 

それでは、オタクとナードの歴史について調べた。まず、ナードという言葉

は１９５０年にドクター・スースの「イフ・アイ・ラン・ザ・ズー」という本に

よって、初めてつかわれた。 

１９８０年台の前半には「レヴェンジ・オブ・ザ・ナードズ」という映画でナード

のイメージが形成されたと言われている。そして、１９９６年の「トラインプ•オブ
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•ザ•ナードズ」という映画の中でPCを作ったビル・ゲイツがナードというイメージ

を強くしたとも言われている。一方オタクは中森明夫が１９８０年台にオタクとい

う言葉を使ったことから始まる。 

 

3.6 メディアが描写する「ナード」と「オタク」 
 

それでは、メディアではどのようにナードとオタクを描写しているのでだろ

うか。ナードに対するイメージは前にも話したようにあまりよくない。得に、1999

年の「シーズ•オール•ザット」はナードの悪いイメージを広めたと言えた。そし

て、「私がモテないのはどう考えてもお前らが悪い」という２０１３年のアニメで

はオタクの生活イメージやオタクが周囲になじめず人と話しをすることが苦手な様

子が描かれている。 

 

3.7「オタク」と「ナード」と経済効果 
 

おもしろいことにオタクとナードは経済発展に大いに関与していることがわ

かった。なぜなら、ナードはテックの企業で働く人が多いからだ。また、オタクは

アニメや漫画をよく購入するためアニメや漫画の産業に大きく関係している。 

 

3.8いじめと 孤立 
 

「ナード」と「オタク」はネガティブな用語を意味する言葉からきている。

多くの記事は、「ナード」は人気のない趣味を持ち真面目であるため、人々が彼ら

を嫌うと伝える。「オタク」は彼らの趣味に夢中なため、周囲からとても孤立して

いる。 

 

4. 研究方法 
それでは、ここで研究方法について書く。参加者は、 

日本人の学生３0人、内１5人が男性、１７人が女性だった。アメリカの学生３0人、

内１6人が男性、１4人が女性だった。アンケートとオンラインで行った。 

 

5. 結果  
5.1研究質問１：ナードとオタクはアメリカと日本でどのように見られているのか。 

図１に示すように「あなたは、自分自身を「オタク」や「ナード」だと思い
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ますか」という質問にはアメリカ人は４０％、日本人は２７％がそう思っていると

答えた。 

 

 

 

 

 

 
 
 

それでは、「「オタク」にはどのような特徴があると思うか」と聞いたとこ

ろ、図２のような結果が出た。日本人は人と関わるのが苦手が一番多い５４％、次

に妄想癖があるが４６％、神経質というのが４３％とこの３つが主に特徴として挙
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げられる。アメリカ人の場合は妄想癖があるが６０％と一番高く、次に恥ずかしが

りが５３％、人とかかわるのが苦手という項目が５０％以上だった。 

 

 

 
 

 

また、「オタクに関して、どのようなイメージがあるのでしょうか」。図３

に示すように日本の場合あるとないとどちらでもないが綺麗に別れたが、アメリカ

人の場合「ある」が３０％、「どちらでも無い」が４７％だった。 
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ではオタクやナードはどのような趣味を持っているかと思われているので

しょうか。そして、オタクやナードはどのような趣味を持っていると思われている

のでしょうか。図４からもわかるようにアメリカ人も日本人も主にマンガやテレビ

ゲームと答えた。しかし、3番目に多い選択では日本人はプラモデル、アメリカ人は

カードゲームと異なっていた。 

 

 

 

オタクは人と交流することや社会行事に参加することを楽しむと思うかとい
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う質問に対しては、図５に示すようにアメリカ人と日本人の学生の約半分は「オタ

ク」と「ナード」は社会行事に参加することを楽しむと回答した。これは「オタ

ク」と「ナード」に対するイメージと矛盾しているといえるかもしれない。 

 

 
 

 
 

 

それでは、オタクやナードはどの人種の人が多いという認識があるのか。図

６が示すように、アメリカ人の「わからない」とその他の「ナード」人種がいない

という回答は同じ位の３７％と３３％で、日本人の場合はオタクは「アジア人」と

いうイメージが強いようだ。　 
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 なぜ、前の質問でその人種を選んだのですか、という質問に対して図７が示

すように、アメリカ人学生の53％は「その他」を選択し、  特に 「理由はない」や

「理由を書くのは身くない」と答えた。日本人学生の54%はアジア人の「オタク」

をよく見たからと回答した。 
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それでは、オタクやナードはどのようなことをするのを好むと思われている

でしょうか。図８が示すように両学生とも、マンガが最も「ナード」や「オタク」

的なアクティビティと回答し、ボードゲームとテレビ番組は全くオタク的ではない

と回答していた。 
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5.2:研究質問１のまとめ 

研究質問１のまとめをする。ナードやオタクは妄想癖があり、神経質で人と

関わるのが苦手というイメージがあるようだ。またふつうオタクやナードは社交行

事に参加したがらないイメージがあるが、ここではその反対の結果が出た。また、

日本人はオタクはアジア人に多いと思っているようだが、アメリカ人はナードを特

定の人種とつなげてみていないようだ。また、趣味に関してはナードもオタクも漫

画やコミックを好むという点では一致した。 
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5.3研究質問2：アメリカと日本で何がナードとオタクのイメージの形成に影響して

いるのか 

「オタク」と「ナード」に対する見方は、社会やステレオタイプなどの一般

的な意見が影響を与えると思うか、という質問に対して図９が示すように、どちら

の国も学生のほとんどが社会やステレオタイプなどの一般的な意見の影響からきて

いると思っていることがわかった。 

 

 

 
 

 

 

また、マンガやアニメを基にした映画（実写映画）を見ることは、オタク的

な事だと思いますか、という質問に対して図１０が示すように半数以上のアメリカ

人の学生がオタク的だと回答し、おおよそ同じ人数の日本人の学生はオタク的でな



13 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カマウ・カーター 

 

いと回答した。 

 

 

 
 
 

 
 

 

 

そしてあなたは有名人が「オタク」に対する見方に影響を与えると思いますか、と

いう質問に対して図11が示すように日本人の学生の7３％とアメリカ人の学生の50%

は影響を与えると回答した。 
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最後に有名人の中でオタクだと思う人の名前を挙げてくださいという質問に

対して、日本人の学生は、中川翔子が一番オタク的な人だと考えていることがわ

かった。中川翔子は声優、タレント、歌手、イラストレーター、テレビ番組やポケ
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モンサンデーの司会者などとして活躍しているタレントだ。これに対し、アメリカ

人の学生の答えは様々だった。アメリカのテレビ番組「ファミリー・マターズ」の

キャラクター、アークルは二回選ばれた。その他はビル・ゲイツや宮崎駿などで

あった。 

 

5.3.研究質問２のまとめ 

研究質問２のまとめをする。ほぼ１００％のアメリカ人と日本人の学生がメ

ディアが自分たちの「オタク」に対する見方に影響すると答えた。また、アメリカ

人の学生が有名なナードの架空のキャラクターを選んだことは、非常に興味深かっ

た。また、アメリカ人は様々な人やキャラクターを選び、解答が多岐にわたったこ

ともおもしろいと思った。一方日本人の学生はほとんどが中川翔子を選んだ。これ

は、彼女がマルチなタレントだということで様々なメディアに出ていることが理由

かもしれない。 

 

6. 結論 
この研究からアメリカの「ナード」と日本の「オタク」は似ている点もある

が、幾つかの違いも発見した。「ナード」と「オタク」には執着心があり、マンガ

やアニメが大好という共通点が見られる。また、「オタク」にはアジア人が多く、

「ナード」には様々な人種がいること相違点だった。アメリカ人の学生はナードと

自らを認め、よりナードとしての活動を多く行っている。アメリカ人はまたステレ

オタイプと人種の考えに関して得に敏感なこともわかった。これは『ナード』はど

の人種に多くいるか、どうしてそう思ったかときいたところ、理由を書かなかった

り「理由を言うのは間違いだ」などという意見が多かったからだ。しかし、日本人

の学生はこの問題に敏感ではない。 

 

7.考察 
7.1:研究の限界点 
 
 

研究の限界点としてナードとオタク文化の違いをさらに調査する質問が必要

である。また、より多くの参加者や、参加者の多様性が必要だ。アンケートに参加

した日本人の学生の多くは自分のことを「オタク」とは思っていなかった。これに

対しアメリカ人の学生の参加者の多くは自分のことを「ナード」と認識していた。
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この為回答に偏りができたかもしれない。 

 

7.2将来の研究課題 

将来の研究課題は学生に限らずより多くの人を対象にアンケートすること

だ。 
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